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平成21年度通常総会並びに理事会を開催

　日本フォーム印刷工業連合会（秋山正法会長）
は６月９日、ホテル銀座ラフィナートで平成21
年度通常総会を開催。
　冒頭あいさつで秋山会長は「経営破綻した
GMの実質国有化による再生など、様々な動き
があり、景気や株価にようやく回復の兆しが出
てきたとも言われ、国内でも景気の底打ち感が
取沙汰され、日経平均株価が年初来の高値を更
新したり、宅急便が回復してきたという記事もある。しかし、我々の業界をとりまく環境は相
変わらず厳しい状況が続いており、用紙価格の高止まりや、高度なセキュリティ体制の要望な
どが重圧になっている。私たちは厳しい市場だからこそ、情報交換をより深めて、新しい展望
が開けるよう、互いに前進をしていこう」と述べた。
　引き続き審議に移り、第１号議案「平成20年度事業報告並びに収支決算報告承認の件」、第
２号議案「平成21年度事業計画案並びに収支予算案承認の件」、第３号議案「役員補充選任の件」
を審議し、いずれも満場一致で承認した。
　平成21年度業務計画の方針として、業界基盤の整備と体質強化を図り、広く印刷産業全般の
総合的発展を図るため、委員会活動を中心として諸施策を実施していく。
　業務委員会では、地区工業会との交流を深め、会員増強と活動の活発化を図るため、企業経
営に関するセミナーを開催していく。
　資材委員会では、用紙事情調査を継続実施するとともに、資材知識向上のための施設見学会
やセミナー等を企画する。
　国際委員会では、海外フォーム印刷事情についての情報を会員に提供し、海外視察ツアーを
実施して、会員の研鑽と海外団体や企業との交流を図っていく。
　市場調査委員会では、市場動向を調査分析し、調査報告書を通じて、会員へ事業方針策定資
料として提供していく。平成21年度についてもアンケート調査を実施し、報告書の作成と報告
会を実施していく。
　また、総会後に開催した平成21年度第3回理事会に於いては、常任理事として中村伸治様を、ま
た人事異動等により辞任される委員の補充と、委員会活動の活性化を図るための委員の増員につ
いて承認した。

■ 総会議案 第１号議案　平成20年度事業報告並びに収支決算報告承認の件
	 第２号議案　平成21年度事業計画案並びに収支予算案承認の件
	 第３号議案　役員補充選任の件
■ 理事会議案	 第１号議案　常任理事指名の件
	 第２号議案　委員会委員委嘱の件
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　業界基盤の整備と体質強化を図り、広く印刷産業全般の総合的発展を図るため、平成21年度は以下の
項目を重点的に推進します。
１．日本印刷産業連合会事業活動へ積極的に参画する

・	主要構成員として、日本印刷産業連合会事業活動へ積極的に参画し、企業の社会的責任と印刷産
業全般に亘る課題の解決に取り組み、理事会、会報、ホームページ等、広報活動を通して会員へ
の周知と啓蒙を行います。
・	日本印刷産業連合会が主催するセミナー、報告会他各種行事への参加を積極的に進め、知識の共
有と交流を図ります。
・理事派遣：４名　　　常設委員会委員派遣：７名　　　分科会委員派遣：18名

２．委員会活動による課題の討議と諸施策を実施する
（１）業務委員会

・地区工業会との交流を深め、会員増強、工業会活動活性化の具体策を検討し、実施します。
　　─企業経営に関する講演会・セミナーを最低年４回実施　
・会員増強キャンペーン施策として、広報活動の充実を図ります。
　　─タイムリーなホームページ広報
　　─プレス（報道機関）懇親会の計画
　　─会報の定期発行（４回／年）
・	業界の重要課題を各委員会と連携して抽出し、工連運営会議での迅速な方向付けを図ります。

（２）資材委員会
・用紙事情調査を継続実施し、理事会等を通じ資材動向を周知します。
・会員会社社員の資材知識向上のため施設見学・セミナー等を企画検討します。
・諸資材に関する課題検討を進めます。
　　─環境対応のインキ及び補助材等に関する勉強会やセミナーを開催

（３）国際委員会
・海外フォーム印刷事情を調査、分析し、理事会報告を通じ会員へ周知します。
　　─ＰＳＤＡレポートの継続的な報告
　　─各種海外情報の発信
・海外視察ツアーを実施し、会員の研鑽及び海外企業や他団体との交流を図ります。
　　─５月　ChinaPrint2009視察及び企業訪問
　　─９月　ラベルエキスポ2009及び欧州企業訪問
　　─９月　Print2009（米国）について情報発信
　　─平成22年２月　メーカーオープンハウス（欧州）について情報発信
　　─海外視察報告会の開催

（４）市場調査委員会
・市場動向を調査分析し、調査報告書等を通じ会員への事業指針を提示します。
　　─平成20年度実績を反映させた内容のアンケート調査を６月に実施
　　─調査結果の集計と分析を行ない、報告書を作成するとともに報告会を実施
　　─市場における業界共通課題抽出

（５）技術委員会
・	技術面から見た業界の進む方向を協議し、必要テーマについてセミナー、見学会等を企画実
施します。
　　─	業態変革に関わる技術に対してタイムリーな時にタイムリーな内容のセミナーを実施
　　─各フォーム印刷工業会（関西・中部地区　等）での技術セミナーの開催

平成 21年度事業計画
日本フォーム印刷工業連合会
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・エネルギー削減分野に着目し、新技術情報の共有化を進めます。
・	日本印刷産業機械工業会、日本印刷技術協会（JAGAT）等、関連団体との交流を深め、技術
的な方向性と、新しい技術課題について積極的な取り組みを行なう。

（６）公正取引推進委員会
・独禁法遵守と啓蒙の為の諸施策を推進します。
　　─各委員会施策、成果物の適法性確認
・契約、積算基準の適正化を推進します。
　　─契約書雛形の周知
　　─経済調査会等、印刷価格調査に協力

（７）環境委員会
・	グリーンプリンティング工場認定、第三者認証制度の普及啓蒙と認定･認証取得のための環
境作り、情報提供を通じ取得支援を行います。
　　─認証取得支援と情報の提供を推進	
・	印刷産業全体で進める地球温暖化対策・循環型社会形成の自主行動計画（ＣＯ2削減活動、廃
棄物削減活動）を推進します。
　　─日印産連自主行動計画への参加
　　─ＣＯ2削減、廃棄物削減の実態把握と情報共有

（８）理事会
・	業界及び工連運営に関わる重要事項を協議決定する理事会を定期開催し、会報及びホームペ
ージ等を通じ会員に周知します。
・	魅力ある理事会にするために、毎回タイムリーなテーマを決め情報提供を行ないます。
・	業界の発展、社会貢献の方向性を探る政治経済動向、社会的責任課題等についての理事研修	
会を実施します。
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日本フォーム印刷工業連合会　平成21年度　第１回理事会議事要録

■平成20年４月９日（木）午後１時30分～２時30分　日本印刷会館　２階201会議室
■出席者（21名）
秋山会長、小林副会長、小谷（正）常任理事、瀬戸（政）常任理事、室賀常任理事、福田常
任理事、丹羽常任理事、玉田常任理事、岡田常任理事、川口常任理事、笹氣常任理事、
松尾常任理事、中川常任理事、和田常任理事、佐々木常任理事、福武理事、石坂理事、
坊野理事、西川監事、吉澤監事、山口（専務理事・事務局）

議　題（１）委員会報告
（２）日本印刷産業連合会等関連報告
（３）	各フォーム印刷工業会からの報告

議　事	冒頭、秋山会長の開会挨拶があり議事に
入った。
「秋山会長挨拶骨子」
　本年は暖かかったり、寒かったりと天候の変
化が激しく、桜は開花から満開までいつになく
長かったようですが、そろそろ見ごろが終わり
そうです。
　一方、経済状況はまだ当分開花の見込みが立
ちそうもありません。
　日経新聞の産業景気予測として、主要30業種
の４〜６月の業界天気図が出ていましたが、か
ろうじて２業種のネットサービスとアミューズ
メントが薄日ということですが、あとは曇り７
業種、小雨または雨が21業種となっていました。
　そのなかで紙・パルプは、在庫調整は進むが
需要はなかなか回復しないとのことで、小雨と
なっていました。
　フォーム工連でのアンケート調査でも、今年
の２月の売上が昨年同月比20％以上落ち込んだ
会員企業もあり、大変苦しい状況にあります。
　まだまだ辛抱の時期が続くと思いますが、少
しでも互いに役立つ情報を共有化して前進しま
しょう。

委員会報告　

●資材委員会	
　４月度用紙事情説明メモ

●国際委員会	
　PSDAレポート３月号の概要報告があった。
　ChinaPrint2009及び中国BF印刷産業視察ツ
アーは５月10日（日）〜 14日（木）に開催され、関
東から６名、関西から１名、香港と大連から３
名で、10名の参加で視察を行なう。
　視察企業は中国造幣公司（北京）、伊諾尓印務
有限公司（上海）、上海Innovation	Centerを訪問
する予定。
●業務委員会 	 	 	
　３月度月次計算についての報告と、業務委員
会主催第１回講演会の参加申込み開始の報告が
あった。会場の都合により定員は120名とし、
参加費は2,000円で、講師の坂本先生の執筆さ
れた「日本でいちばん大切にしたい会社」を贈
呈する。
●市場調査委員会

　平成20年度と同様のアンケート調査を本年６
月に実施を予定する。
　関東フォーム印刷工業会の理事会開催時に行
なっている定期アンケート調査について報告が
あった。３月度の調査結果は各社一段と売上が
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厳しい状況にあることが把握される。
●技術委員会

　３月５日開催した技術セミナー「インライン
フィニッシングの動向」についての内容の報告
を行なった。日印産連デジタルプレス研究会で
米国視察の状況、米国Scheffer社フィニッシン
グ装置の紹介、コダック高速インキジェットシ
ステムを搭載したオフ輪の組合せ事例について
の講演があった。
●環境委員会    

　環境施策を推進するために、全会員に対して
環境への取り組みと選任の担当者についてのア
ンケート調査を実施した。
　現在38社からの回答に留まっており回収率が
低調の状況にあります。

 日本印刷産業連合会等関連報告

　事務局山口より、資料に基づき以下の報告が
あった。
・	平成21年度事業計画概要並び基本方針につ
いて
・	地球温暖化対策の自主行動計画　循環型社
会形成の自主行動計画
・グリーンプリンティング認定資料	
・	古紙リサイクル適正ランクリスト規定改定
資料
・印刷図書館維持会員募集について

 各工業会報告

北海道工業会：２月度の用紙の出荷状況はロ
ール紙で前年同期の70.5％、ノーカーボン紙で
75.2％と非常に少なく、当然印刷の売上も非常
に厳しい状態にあります。３月に入ってからは
給付金関連の仕事も入っており、例年の３月並
みの仕事量にはなっておりますが、ＢＦ専門の
企業が倒産する事態も発生しております。４月・
５月とまだまだ先の見えない状況にありますが、
経営を圧迫している諸資材の高値が多少緩和さ
れそうですので、期待を致したいと思います。

東北工業会：東北地区も売上について厳しい状
況にありますが、用紙価格はまだ高値が続いて
おりますが、製版諸資材は４月に入って多少値
引きが期待できる状況も生まれております。
　５月には約25名の参加予定で、東北工業会通
常総会を秋田で開催する事を計画している。
中部工業会：トヨタを中心とした自動車産業界
の生産調整が進み、例年の約半分程度の生産台
数にしている。５月からは多少増産を計画して
いるが、例年に約60％の生産台数です。
　中部圏ではトヨタ以外に工作機械メーカーが
非常に多いが、この産業も不況の波に呑込まれ
ている。今までユーザーに対して価格の値上げ
をお願いしてきたが、段ボール原紙の値引きを
受けて、ここへ来てユーザーから製品値下げの
要望を受けるようになって来た。更に、一部卸
商様から現金でないと用紙購入が出来ないとの
話も入っており、負のスパイラルは促進してい
る状況にある。
関西工業会：関西地区の用紙の前年同期の払出
状況は全国平均の86.9％より多少低く、85％に
留まっている。３月19日に理事会を開催し、フ
ォーム工連からの報告と関西工業会の状況につ
いて話し合った。京滋支部では３月24日に支部
会を開催し新規加盟会員の歓迎会を行なった。
　また４月23日には大阪支部会に大王製紙様を
講師として招いて、プチ勉強会を実施する予定。
九州工業会：会員企業各社の動きはあまりない
が、一般商業印刷を行なっている会社がオフ輪
を全て廃棄するとか、九州はあまり大きな印刷
会社はないが、50〜 60人をリストラするという
話が飛び交っており、九州地区も厳しい状況に
あります。

　最後に小林副会長より閉会挨拶があった。
「小林副会長挨拶骨子」
　今、各工業会からの報告をお聞きして、大変
厳しい状況にあることを改めて実感致しまし
た。
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日本フォーム印刷工業連合会　平成21年度　第２回理事会議事要録

■平成20年５月14日（木）午後1時30分～ 3時10分　日本印刷会館　２階201会議室
■出席者（23名）
秋山会長、小林副会長、小谷副会長、瀬戸副会長、小谷（正）常任理事、瀬戸（政）常任理事、
室賀常任理事、福田常任理事、玉田常任理事、岡田常任理事、川口常任理事、笹氣常任理事、
松尾常任理事、中川常任理事、和田常任理事、佐々木常任理事、　福武理事、石坂理事、
坊野理事、清水理事、西川監事、吉澤監事、山口（専務理事事務局）

議　題（１）	社団法人「日本プロモーショナル・
マーケティング協会」の紹介

（２）平成21年度通常総会について
（３）委員会報告
（４）日本印刷産業連合会等関連報告
（５）	各フォーム印刷工業会からの報告

議　事	冒頭、秋山会長の開会挨拶があり議事に
入った。
「秋山会長挨拶骨子」
　民主党の小沢党首が辞任するということで政
局のゆくえは、ますます不透明になってくると
思っています。
　日本経済も厳しい決算発表が続くなかで、今
年度の見通しについても各企業でかなりのバラ
つきがあり、先行きはまったく楽観できそうも
ありません。
　我々としても一歩一歩着実に前進することを
心掛けてゆかねばならないと思っています。
　今、各社から９名の方々が参加いただき中国
視察に行かれており、９月にはヨーロッパ視察
も予定しておりますので、世界の業界動向等、
情報収集のためにも積極的に参加いただきたい
と思います。

　本日は少し視点を変えて、マーケティング活
動で、ビジネスの間口を広げ、専門性の奥行き
を深める活動を行なっております日本ＰＭ協会
について、坂井田専務理事からご紹介をして頂
きます。

社団法人「日本プロモーショナル・マーケティン

グ協会」の紹介

　同協議会の専務理事　坂井田	稲之氏から下記
の内容の紹介を頂く。
　日本のSP（セールスプロモーション・販売促
進）市場は巨大で、2008年度はSPツール作成費
（セールスプロモーション・販売促進に関わる印
刷物）を含めると、５兆9,532億円の市場になる。
　しかし、質的変化が求められ「きれいで読み

　フォーム工連では今年度、会員に対して講演
会やセミナーを多く企画する事としております
ので、活発化するために、是非、各地区で理事
会や支部会を開催して、会員同士のコミュニケ
ーションを図って頂きたく思います。
　こういう時だからこそ、コミュニケーション
の充実が必要ではないかと思っておりますので

宜しくお願い致したい。
次回開催日　
　　平成21年度第２回理事会　
　　平成21年５月14日（木）　午後１時30分より
　　於　印刷会館２階203会議室　
を確認して閉会となった。
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やすいDMに仕上ればOK」の時代から、「DMに
より来店数はどうだったか？　売上げ目標は達
成したか？」	と成果を問われる時代になった。
2005年から日本POP広告協会としてプロモーシ
ョナル・マーケター認定資格制度を開始し、印
刷企業を中心に多くの人材教育を進めている
が、新たに日本プロモーショナル・マーケティ
ング協会の40周年事業として、新たな業界機能
を確立するための「人材育成」を柱とし、下記の
事業を展開する。
①	日本プロモーショナル・マーケティング白
書の作成
②	日本プロモーショナル・マーケティング協
会の独自の調査・研究の推進
③	日本プロモーショナル・マーケティング学
会の設置
④	「日本プロモーショナル・マーケティング
大学」の開講

　この事業の推進により、よりビジネスの間口
を広げ、専門性の奥行きを深める活動を実施し
て行く。

平成 21 年度通常総会について

　６月９日に開催されます平成21年度通常総会
に向けて、「平成21年度通常総会開催案内（案）」
及び「平成20年度事業報告・決算報告（案）」につ
いての確認を頂く。

委員会報告　

●国際委員会 

　PSDAレポート４月号の概要報告があった。
　ChinaPrint2009及び中国BF印刷産業視察ツ
アーは14日（木）の帰国予定で、関東から６名、
香港と大連から３名が参加され、中国造幣公
司（北京）、伊諾尓印務有限公司（上海）、上海
Innovation	Centerを訪問。
　技術委員会との合同で６月19日（金）午後に視
察報告会を実施する。
LABEL	EXPO2009視察ツアーの募集を開始。

期　間：８月20日〜 27日（８日間）
費　用：590,000円　
募集人員：15名　　募集締切：７月31日（金）
訪問先	 オランダ（アムステルダム・ハーグ他）
	 	ベルギー（アントワープ・ブリュッ

セル他）
●業務委員会	 	 	 	 　　
　４月度月次計算についての報告と、業務委員
会主催第１回講演会への参加申込みが100名を
越えた事を報告した。
　続いて６月25日に開催する第２回講演会「どう
したら良い会社になるか！」について募集開始の
報告があった。会場の都合により定員は50名と
したが、参加者の増員が可能な部屋を用意する。
●市場調査委員会

　平成20年度と同様のアンケート調査を実施す
るが、より解りやすく改善するために、一部ア
ンケート内容を変更するので、変更部分につい
ての説明を行なう。
　本年度のアンケートは６月中旬に全会員対象
に実施する。
●技術委員会

　３月５日開催した技術セミナー「インライン
フィニッシングの動向」で実施した受講者アン
ケートについて報告を行なった。
　６月19日（金）午後２時から開催する国際委員
会との合同セミナー企画を紹介する。今回は欧米
に於けるデジタルプリント事情を中心に、サカタ
インクス（株）とインフォプリント・ソリューショ
ンズ・ジャパン（株）からご講演を頂く予定。
●環境委員会    

　環境施策を推進するために、全会員に対して
環境への取り組みと選任の担当者についてのア
ンケート調査を実施し、40社からの回答内容に
ついて報告。
　回答率が24％に留まっているので、再度、委
員会を開催して会員の環境への取り組み姿勢の
強化について検討する予定。
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懇親会を実施する。
関西印刷工業会：関西地区の上質紙の出荷量は
前年同月比84.9％と落ち込んでいる状況が継続
している。関西印刷工業会では４月16日に理事
会を開催し、大阪支部では４月23日に大王製紙
様を講師として招いてプチ勉強会を実施すると
ともに、支部会員各社のエコ施策について話し
合いを行なった。
　関西印刷工業会の平成21年度定期総会は５月
20日の開催予定で懇親会も実施する。
　７月４日（土）には、ゴルフ親睦会も予定して
いる。
九州印刷工業会：九州印刷工業会では、５月22
日に平成21年度定期総会を実施する。
　九州地区では仕事が首都圏の中央に集まる傾
向が見られ、仕事自体が少なくなってきている。
この少ない状況の中にあって業務を一括して請
け負う人材派遣会社があり、非常に安い価格で仕
事を受注している。我々業界の周辺にはまだまだ
仕事はあるので、今日の講演のマーケティング等
の勉強をして仕事を取っていく活動を致したい。

　最後に小谷副会長より閉会挨拶があった。
「小谷副会長挨拶骨子」
　冒頭、秋山会長が話された様に、政治が混迷
し、経済が危機的状況にあるのに加えて、新型
インフルエンザで健康衛生上の問題も加わっ
て、経済に与える状況が心配になる。
　日本フォーム工連として、勉強会や講演会、
さらに海外視察と、事務局を中心として各委員
会が活発な活動を行なっている。
　この様な経済状況の時こそ、会員それぞれが
勉強し、切磋琢磨して業界全体のレベルアップ
を目指すべき時であると思っている。　
次回開催日　
　　平成21年度通常総会　第３回理事会　
　　平成21年6月9日（火）午後４時より　
　　於：ホテル銀座ラフィナート７階（汐風）　
を確認して閉会となった。

 日本印刷産業連合会等関連報告

　事務局山口より、資料に基づき以下の報告が
あった。
・日印産連表彰の推薦に関する件	
・	デジタル印刷の新時代ビジネスモデルに関
する調査研究報告会
・	クロスメディア社会におけるコンプライアン
スとＤＴＰ環境セミナー
・	印刷・製版・製本・印刷物加工業動態調査
結果（市場調査委員会）

 各工業会報告

関東印刷工業会：関東会員に呼びかけて拡大理
事会を開催し、経済産業省の出沼課長補佐からご
講演を頂いた。支部活動の活性化のために努力を
して、会員へ活動への参加を呼びかけている。
　６月25日の関東工業会の理事会の前に、古田
土公認会計事務所の古田土先生による講演会を
実施する。
北海道印刷工業会：北海道全体の上質紙の出荷
量は前年同月比93.3％、ノーカーボンは84.7％と
低調な状況が続いている。北海道印刷工業会は
５月29日に平成21年度定期総会と懇親会を予定
している。
東北印刷工業会：東北では用紙価格については
あまり変動はないが、製版資材は約10％弱価格
が下がってきている。用紙価格値上げ時に、原
材料価格に占める石油価格の状況があまり明確
でないので、石油価格が下がっても用紙が下が
らない理由を、お客さまになかなか説明出来な
いでいる。
　東北印刷工業会では５月22日に21〜 22名の参
加予定で、秋田の乳頭温泉において平成21年度
定期総会を実施し、翌日ゴルフ親睦会を行なう。
中部印刷工業会：５月19日の理事会に引続いて、
５月22日に中部印刷工業会は定期総会を実施。
この定期総会に併せて特別会員も参加され、元
近鉄バッファローズ及び中日ドラゴンズでピッ
チャーとして活躍された佐野様による講演会と
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 業務委員会主催 第１回講演会を開催

　日本フォーム工連業務委員会（小谷正嘉委員長）
は５月21日、ホテル銀座ラフィナートで「第１回講
演会」を開催し、全国から会員はじめ日印産連傘
下の会員など約110人が出席し盛況を呈した。
　30万部を越えるベストセラー「日本でいちばん大
切にしたい会社」の著者で、法政大学大学院政策創
造研究科教授の坂本光司氏が講演を行なった。
　坂本氏はこれまで全国の6,000社以上の様々な業
種の中小企業を訪問し、経営者や現場の社員と直
接対面した経験から、企業経営の第一の目的は「業
績を上げることではなく会社を継続することだ」と
説いた。経営とは５人に対する使命と責任を果た
すための活動、その５人とは第１番に「社員とそ
の家族」、２番に「外注先・下請企業の社員とその家
族」、３番に「顧客」、４番に「地域社会と地域住民」、
そして最後に「株主・出資者」と説明された。
　現在の日本の企業に求められている「心に響く

経営」の重要性を、50年前から障害者雇用を行い、
知的障害を持った社員が７割を占めるチョーク製
造会社、中国残留日本人孤児の方々に眼鏡をプレ
ゼントし続けている北海道の眼鏡屋さん、などを
紹介された。
　最後に信念を貫いて松下電器を早期退職した元
総括資材部長の行ないを通して熱い思いを語った。
このご講演内容の全文は、日本フォーム工連ホー
ムページに掲載。

★インタビュー

「経営でいちばん大切なのは企業の存続」　
　　　対談のキーワード ： 社員と家族の幸せが企業の発展に

　　　他がやならいことに特化すること

──中小企業を中心に6000社以上を訪問されてい
ます
　「私のモットーは、外に飛び出し、実際に中小企
業の現場を見て研究し、そこで得られた成果を還

元することで日々努力されている中小企業の支援
をしていくことです。時間が無い中で快く応対し
て下さる経営者との対話からは、自分自身が成長
できるのを感じます。世のためになる経営に取り

法政大学大学院教授　坂本　光司氏
（さかもと・こうじ）　1947年静岡県生まれ。
70年に法政大学経営学部卒業後、浜松大学、静岡文化芸術
大学等の教授を経て、08年から法政大学大学院政策創造研
究科教授に就任し現在に至る。徹底した現場派で約6000社
の企業などを訪問。実態調査研究の成果を企業経営者や行
政等広く社会に還元している。著書にはベストセラー「日
本でいちばん大切にしたい会社」（あさ出版）など多数。

坂本光司氏

トピックス
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組んでいる企業では、真に正しい経営、偽りのな
い経営がブレずに実践されており、感銘や刺激を
受けます。経営で一番大切なのは、業績を上げ続
けることではなく、会社を継続させていくことな
のです」　
──全国各地を自ら回られるのはなぜでしょう
　「価値ある情報は人の発言から得られるもので
す。特に自分が欲している情報ほどその確率が高
い。せっかくの出会いのチャンスを、仕事に直接
関係がない、利益につながらないからといって、
自らそのチャンスをつんでしまうことこそ問題で
す。人と話をしてこそ、共鳴したり、刺激になっ
たり、ひいては重要なビジネスヒントになったり
するのです。私は、アポイントを取る際には、直
接電話をするようにしています。なぜなら、電話
の受け方一つで、その会社の社風が良く分かるか
らです」
──社内をオープンにするのを躊躇される方も多
いと思うのですが
　「これまで取材した会社を総合的にみると、技術
を盗まれるからといって会社をクローズ体質にし
てみたり、開発した技術について特許をすべて取
得していこうとする会社は、順調に成長していま
せん。むしろ、伸びている会社ほどオープンな会
社が多いのです。自ら垣根をどんどん高くし閉鎖
体質にして他と交わらないのでは、逆に外からも
情報は入らず、長きにわたる発展はありません」
──開発した技術やビジネスモデルをまねされた
くないという気持ちもある…
　「他社ができないことを継続していけば、簡単
に倒れることはありません。確かに、中小企業は
低価格化やコストダウンを強く要求される状況に
ありますが、会社を継続していくためには、そこ
から視点を変え、大企業ができない、中小企業に
しかできない『短納期、超小ロット、試作、開発』
等の仕事に注力していくことこそが重要です。他
がやらないもの、できないことに特化し、オンリ
ーワン企業を目指すべきなのです」
──これまで心に残った企業は
　「心に響いたサービスはこれまでに70くらいあり
ます。なぜこの企業の製品が売れるのか。電話を

してみると、やはり仕事の始まりである電話の取
り方がどこもいい。相手の心に響く電話応対が実
践されています。そこが大企業であろうが、中小
企業であろうが、ここになら仕事を出してもいい、
いやむしろこちらから出したい、そういう気にさ
せるのです。そういう企業は、どこも社員を大切
に第一に考えています。よく、株主や顧客が第一
と言われますが、企業は社員とその家族をまず大
切にしてこそモチベーションが高まり、良き商品、
技術へとつながり、ひいては外注先の幸せ、顧客
満足、地域社会への貢献、そして株主への還元と
連鎖していくのです」
──人こそ企業が最も大切にすべきもので、発展
へのキーワードだと…
　「これまでに訪問した企業を見ると、リストラ
は会社をほろぼします。誰かの犠牲の上に会社や
仕事は成り立たないのです。逆に、安易に人を採
用しすぎているとも感じます。採用するのであれ
ば、その人を定年まで面倒みていくという強い決
意が必要なのです。上司のすべきことは、部下の
モチベーション向上に徹すること。それに率先し
て取り組んでいる企業は、長期間業績が良いとこ
ろがほとんどです。好況の時は業績が良いが、不
況の時は業績が悪くなるという体質であれば、社
会で真に認められてはいないのだと考えるべきで
しょう。不況の時こそ、その会社の本質が見えま
す。会社は、社員とその家族の生活を守ることが
第一の使命なのです。もしそれに反する展開をし
ているのであれば、それは企業への不信感や不買
運動につながり、永年の繁栄は絶対にありません。
ある社長は、社員をリストラせざるを得ない時は、
自分がホームレスになる時だと話していました。
そうしなくてもいいように、常に忍耐強く社員を
成長させていくこと、価値ある仕事ができるよう
に伸ばしていくことに徹底して取り組むべきなの
です」

		（聞き手・ラベル新聞社　鈴木）

　このインタビューは、平成21年５月15日発行「ラ
ベル新聞」記事を同社の許可を得て掲載。
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　日本フォーム工連国際委員会（玉田健治委員長）、
技術委員会（丹羽喜一委員長）は6月19日、日本印刷
会館で合同セミナーを開催し、会場いっぱいの約
80人が参加した。
　技術テーマとして、サカタインクス㈱の池田芳
仁氏からデジタル印刷による「MSPへの挑戦」と題
して、竹本好孝氏からは９月にフォーム工連で企
画している	LABEL	EXPO2009	視察時に企業訪問
を予定している２社の企業紹介を行なった。
　インフォプリント・ソリューションズ・ジャパ
ン㈱の岩崎透氏からは「トランスプロモの実践」を
中心に、同社が米国のベストウエスタン・ホテル
で行ない、大きな成果をもたらした実証結果を含
めて講演された。またChinaPrint2009ツアーで訪
問した同社上海のPrinting	 Innovation	Centerにつ
いても紹介した。
　国際委員会からは、中国北京で５月12日から５
日間開催されたChinaPrint2009への参加と、北京
と上海で訪問した企業視察について、共同印刷㈱
森下明氏、井上雅宏氏、小林クリエイト㈱大塚信
二氏から報告があった。
　今年のChinaPrintは２カ国から1,284社が出展
し、総来場者数は約６万８千人におよび、世界不

国際・技術委員会　合同セミナーを開催

況の中での開催ではあるが、各社印刷機メーカー、
プリンターメーカー、封入封緘機を含めた加工機
メーカーからの展示があり、熱気に包まれた会場
内であったと報告された。
　企業視察をした上海伊諾尓印務有限公司は、従
業員800名、業務内容はビジネスフォーム･証券印
刷、封入封緘業務、ラベル印刷、IC実装（インレッ
ト製造を含む）、その他　不動産、物流までを手掛
ける企業。特にIC関連の年間売上げは約２億元（約
30億円）と、ビジネスフォーム･証券印刷の年間売
上げに肉薄するまでに成長していることが注目さ
れた。
　今回のChinaPrint2009視察ツアーは短期間では
あったが、世界で大きく躍進を続ける中国の印刷
産業界を垣間見ることができた。

合同セミナー会場

上・上海企業　下・上海Ｃライン
上・China Print 会場　下・China Print 視察団

トピックス
日本フォーム工連
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　日本フォーム工連業務委員会（小谷正嘉委員長）
が６月25日に主催した講演会「どうしたら良い会
社になるか」を講演して頂いた古田土満氏の取り組
みを紹介する。
　「元気創造コンサル日本一」を掲げる古田土公認
会計士事務所（東京江戸川区、従業員120人）は「日
本の中小企業を元気にする」を経営ビジョンに、社
員の一体感の醸成を通じた顧客サービスの向上を
目指している。
　同社の朝の光景は一見すると異様にも見える。
社員は登社すると120人全社員に握手、一人一人に
大声であいさつを交わす。事務所のあちこちであ
いさつが飛び交い、事務所はあいさつの声で充満
する。朝礼になるとまず「『ハイ』の十連発」。社員
全員が体育会よろしく大声で発声練習をする。つ
づいて「本気のじゃんけん」。社員同士がじゃんけ
んを交わし、勝った者は両手を挙げて喜び、負け
た者は本気で悔しがる。続いて「ハッピー体操」が
あり、両手にピースのサインを出しながら、社員
が相対して笑顔で「ハッピー」と呼びかける。誕生
日の社員には全社員が歌を歌って祝う。
　古田土事務所のビジョンは「中小企業を元気に
する」の１行である。そのためには社員全員が元
気になり、その元気を顧客に分け与えなければな
らない。それが古田土所長のポリシーだ。
　古田土所長は「社員は自転車の後輪、お客様は
前輪、そして経営者は自転車を操縦する運転手」
と表現する。大切なのは社員であり、社員を通じ
て元気になるお客様である。
　利益を追求する経営者と、社員のビジョンは一
致するのか。古田土所長は必ず一致すると話す。
会社における利益とは「社員を守るためのコスト」
であり「事業存続のためのコスト」である。同事務
所の従業員として人生設計をし、より長く、楽し
い職場で働きたいという社員の利益とも一致する
のだ。社員の中には平日は元気なのに休日になる
と元気がなくなる人がいて、妻から「古田土事務

 業務委員会主催 第２回講演会を開催

所に出社して元気をもらいなさい」と叱咤される
人もいるという。
　経営者としても利益とは「社員を守るためのコ
スト」である以上、利益は現金でなければいけない。
不動産投資などもせず、キャッシュフロー計算書
を作って現金の流れを常にチェックしている。
　中小企業を元気にする。そのため同事務所が提
供する商品は、申告書でも事業継承のためのアド
バイスでもない。経営計画と月次決算書に集約さ
れる。社員も中小企業を元気にするという使命感
を持っているから、仕事に誇りを持っており、自
社のサービスが最も優れていると誠意を持って提
案する。だから新規開拓営業を行わなくても、年
間100件を越える新規顧客の紹介を受ける。
　古田土所長は印刷業界でも同じと説く。お客様
を元気にする、そのためにはサービスに絞り、顧
客のために良い商品やサービスを提供していると
いう誇りを社員に持たせる必要がある。見た目も
大切だ。「最初は見た目だけでもよい。そのための
笑顔やあいさつを常日頃おこなうこと、そういっ
た努力が意外に行われていないのではないか」と
提言している。

情熱を持って講演する古田土満氏

日本フォーム工連
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　関西フォーム印刷工業会（中川博志会長）は７月
３日に大阪堂島ホテルにおいて技術委員会の協賛
により、技術セミナー「BF業界が直面する変化と
技術対応」を開催した。
　当初セミナーの募集予定は80名としていたが、
予定を大きく上回る108名が参加された。
　冒頭の挨拶で主催者の中川会長は、「この様な技
術セミナーは関西として初めての企画であったが
多くの会員が参加下さいました。低迷する関西圏
の経済状況ではあるが、中小企業であるからこそ
技術的取り組みについて先行していく必要を感じ
ている。今日のセミナー内容が皆様にとって少し
でもお役に立つことを願っている」と挨拶された。
　第一部は東京で開催した合同セミナー内容と同
じく、サカタインクス㈱と、インフォプリント・
ソリューションズ・ジャパン（株）からのご講演を

技術委員会協賛の技術セミナーを開催

頂き、第二部はデジタルプリントを中心とした「技
術課題と対応」について、日本フォーム工連技術委
員会の池澤茂副委員長、渡辺弘委員、中小路正弘
委員と山口専務理事が参加してパネルディスカッ
ションを実施した。
　アンケート結果よりパネルディスカッションが
非常に好評で、地方の地場で仕事されている会員
に対して、様々な情報をより多く提供することが
必要であることを強く感じた。
　セミナーの最後に丹羽喜一技術委員長が登壇し、
「このようなセミナーの良さは、部門を越えて営
業、製造、管理部門の方々がお集まり頂き、海外
の情報や新しい技術情報などを聞けることにあり
ます。お客さまに対して、私たちの様々な取り組
み内容や、製品の価値について、もっと解りやす
く説明する努力をして行きたい」と挨拶された。

トピックス
関西フォーム印刷工業会
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工業会だより

　関東フォーム印刷工業会（瀬戸良教会長）は５
月21日、ホテル銀座ラフィナートで平成21年度
通常総会を開催。
　冒頭あいさつに立った瀬戸会長は、「昨年度
は会員増強と行事の活性化を進めてきた。企画
も充実し成果も確実に表れてきている。今年度
も様々な事業を通じて、会員の皆様に工業会の
活動を理解していただき、会員の増加と交流が
増すように努めていきたい」と抱負を述べた。
　引き続いて審議に入り、第１号議案「平成20
年度事業報告並びに収支決算報告承認の件」、
第２号議案「平成21年度事業計画案並びに収支
予算案承認の件」を審議し、いずれも満場一致
で承認した。

関東フォーム印刷工業会　平成21年度通常総会を開催

東北フォーム印刷工業会　
平成21年度定期総会を田沢湖乳頭温泉（秋田）で開催

　平成21年度業務計画として特に、支部活動を
強化し活発化させるために、拡大理事会や研修
会を実施するとともに、会員相互の親睦と情報
交換の場としての懇親会などを計画している。

　東北フォーム印刷工業会（笹氣幸緒会長）は、
５月22日に秘湯として有名な田沢湖乳頭温泉郷
鶴の湯において、会員13社（委任状提出会員４社）
が参加され、平成21年度定期総会を開催した。
　定期総会では冒頭、笹氣幸緒会長は「フォー
ム印刷に限らず地方の印刷業者はこれからのオ
ンデマンド印刷とバリアブル印刷を注視する必
要があるだろう」と挨拶され審議に入った。平
成20年度の事業報告並びに収支決算報告が承認
され、つづいて平成21年度の事業報告計画案並
びに収支予算案が承認されました。

　続いて開催した記念イベントでは、24名の会
員が参加され、地元の民話の語り部による「田
沢湖に伝わる民話」に耳を傾け、懇親会を開催
した。
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工夫をして、元
気に頑張ってい
きましょう」と挨
拶され、「関西が
元気になるよう
なセミナーなど
の行事を積極的

　中部フォーム印刷工業会（松尾富正会長）は、
５月22日にメルパルクＮＡＧＯＹＡ・サルビア
の間において、平成21年度定期総会を開催した。
　定期総会は、梶川理事の司会で進められ、水
谷副会長の開会の辞で幕が開き、続いて松尾会
長は「我々を取り巻く環境は大変厳しいが、こ
の荒波をいかに乗り切るか、ここが業界の真価
を問われるところだと考えている」「厳しい世
の中でも、必要性や工夫から新たな分野や製品
が生まれつつある。今後も厳しい状況は続くが、
日本フォーム工連、中部フォーム工業会として、
皆様方に評価していただけるような情報の発信
と会員相互の理解が非常に大切だと考えてい
る」と挨拶した。

中部フォーム印刷工業会　
平成21年度定期総会と記念講演及び懇親会を開催

　このあと松尾会長を議長に選任し、平成20年
度の事業報告と決算報告及び監査報告、平成21
年度事業計画と収支予算を審議し、それぞれ承
認された。総会は、福治理事（高橋理事に代わ
って新たに就任）の閉会の辞で幕を閉じた。
　小休止後、野球解説者の佐野慈紀氏を講師に
招き、「日米野球を通じて学んだこと〜すべて
は自分次第〜」をテーマに約80名以上の会員が
参加され盛大に記念講演を開催した。
　講演終了後は、カトレアの間に会場を移して
懇親会が開かれ、こちらではグラス片手に会員
の皆さんが積極的に情報交換し、有意義なひと
ときを過ごした。

　西中国フォーム印刷工業会（灘和憲会長）は、
５月21日、メルパルク広島において、平成21年
度定期総会を開催した。
　冒頭あいさつに立った灘会長は、「毎月日本
フォーム工連の理事会に出席して、各委員から
の報告を受けておりますが、昨年は米国発の金
融危機に端を発した世界経済の減速に加えて、
円高による輸出の不振も加わり、100年に一度
の経済危機と言われる未曾有の不況に陥ってい
ます。印刷業界の市場環境も非常に厳しく不透

西中国フォーム印刷工業会　平成21年度定期総会を開催

明感も一層強まっていく状況です。　
　この様な経済環境ではありますが、会員相互
の切磋琢磨と、さらなる人間関係を育むことに
より、当工業会の運営と発展に尽く所存でおり
ますので、ご協力をお願い致したい」と挨拶さ
れた。
　引続いて審議に入り、「平成20年度事業報告
並びに収支決算報告承認の件」、「平成21年度事
業計画案並びに収支予算案承認の件」を審議し、
いずれも満場一致で承認した。

工業会だより

　関西フォーム印刷工業会（中川博志会長）は,
５月20日に大阪弥生会館において平成21年度定
期総会を開催した。
　定期総会では平成20年度の事業報告並びに収
支決算報告が承認され、つづいて平成21年度の事
業報告計画案並びに収支予算案が承認されまし
た。冒頭、中川会長は「不景気の時代の中、各社

関西フォーム印刷工業会　平成21年度定期総会を開催
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　九州フォーム印刷工業会（和田秀一朗会長）は
５月21日、福岡八仙閣で平成21年度定期総会を
開催した。
　冒頭あいさつで和田会長は「思うようになりに
くい時代・環境こそ、足元を見つめ直せば、意
外とそこにヒントやチャンスが転がっているも
のです。この会のメリットを九州独自の考えで
引き出し、生み出し、構築していきましょう！」
と抱負を述べた。
　引き続いて審議に入り、第１号議案「平成20年
度事業報告並びに収支決算報告の件」、第２号議

九州フォーム印刷工業会　平成21年度定期総会を開催

案「平成21年度事業計画案並びに収支予算に関す
る件」について審議し、いずれも満場一致で承認
した。その他事項として支部改編について審議
し、現在の３支部から２支部体制へ移行するこ
とを決定し、規約の一部改定についても承認さ
れた。平成21年度業務計画として、研修会・講
演会の開催とともに支部分科会を開催し、会員
相互の親睦と情報交換の場をつくり活性化を目
指している。
　定期総会後、会員の20社から23名が参加して
懇親会が開催され、会員相互の懇親を深めた。

にやろう」と宣言されました。
　定期総会に引続いて会員約90名が参加して「成
功の哲学─型破り僧侶の情熱説法─」と題して、
藤井妙法氏が講演された。
　成功の哲学、すなわち「人生の成功者になる
為の法則」について、先生の溢れんばかりの情

熱が伝わってくる講演でした。
　「死ぬ瞬間まで人生を投げない」「プラス思考
で生き抜く」「自己の存在価値を持つ」という３
つの法則と、それを実践している先生の生き様
は、世界的不況によって、ついつい後ろ向きに
なっている我々に大きな勇気を与えられました。
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　業務委員会（委員長小谷正嘉）では、今年度事
業として、企業経営に関する講演会を数回にわ
たり実施する予定でおります。すでに第１回は
ベストセラー『日本でいちばん大切にしたい会
社』の著者・坂本光司氏から企業の社会的責任（Ｃ
ＳＲ）について、第２回は公認会計士の古田土満
氏から経営者のビジョンによって、いかに会社
が元気になるかについてご講演を賜り、出席者
の皆様から大変ご好評をいただいております。
　そこで	第３弾として、ベストセラー『リッツ・
カールトンで学んだ仕
事でいちばん大切なこ
と』の著者・林田正光氏
から、顧客満足度（ＣＳ）
について、顧客の心を
いかに掴むか、ホスピ
タリティ（おもてなし）
の本質とはなにか、ザ・

INFORMATION

日時：平成21年８月27日（木）16：00より
講演：	異業種から学ぶ「感動を呼ぶサービス

の真髄」　
　　　顧客の心を掴むサービスの本質とは！
講師：林田　正光　氏
　　　	元	ザ・リッツ・カールトン大阪　
　　　営業統括支配人
　　　	株式会社HAYASHIDA-CS総研　
　　　代表取締役　　
会場：東京目白「椿山荘」TOWER	８階コスモス
問合せ連絡先：	日本フォーム印刷工業連合会

事務局
TEL：	03－3551－8615

●印刷業界の2009年の情勢
　業界誌、Print	Professionalはフォーム、ラベル、
商業印刷及びプロモ製品の分野の2009年の情勢
を下記のように分析。
ビジネスフォーム
　Print	Professionalの2007年統計によると、ビジ
ネスフォームの売上は紙媒体の印刷全体の31％を
占め、依然として最大のカテゴリーであるが、売上
総計および利益率は毎年下降している。
　2009年にはこの傾向が更に悪化すると予想さ
れていて、
①	各フォームのオーダーの数量が4割強減少する。
②	顧客は在庫保存を最小限化する為、納期が
極度に短縮する。
③	価額競争が増しコストダウンが更に必要と
なり、労務費の削減が求められる。
④	運転資金の調達が厳しくなり倒産する会社
が増える。
⑤	従来のビジネスフォームは極度の数量が減

業務委員会主催・平成21年度第３回講演会
■「感動を呼ぶサービスの真髄」林田正光氏講演会のご案内　

国際委員会
■北米印刷事情レポート（2009年4月〜6月）

って、コストダウンや効率の改善では会社
として存続が難しく、デジタル化や、オン
デマンドなどの新しい技術、分野を積極的
に入り込まなければならない。
⑥	ビジネスフォームを発注している企業がコ
ストの削減施策（例：郵便料金の低減）や、
顧客の保持施策（例：レスポンスの向上）な
どを求めているので、業界としてフォーム
デザインの考案など、新しい提案をする必
要がある。

ラベルとタグ
　米国顧客のラベル、タグの需要は順調に伸びて
きているが、過去数年はその生産が中国や製造コ
ストの安い国に移動していたが、2008年夏の原油
高を機に米国国内生産に戻る傾向にある。
　品質の改善、サービスの改善、コスト削減、
効率の改善などを実施し、製品ラインの多様化
をする実施する必要がある。カラーや特色の増
強、可変データ印刷、両面印刷、ホットスタンプ、

リッツ・カールトン大阪の営業統括支配人を務
められた林田正光氏に自らの経験を踏まえて、
心に響く感動のご講演をいただきます。

林田正光氏
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エンボス、香料インキ、スクラッチ加工、新し
い構造を持つラベル等、品種の多様化が求めら
れている。
　さらに　デジタル印刷による高品質、フルカ
ラー、小中ロット生産、プライベートやパーソ
ナルのラベル製品の需要が増える。生き残り成
功する会社は製品の多様化の為に設備投資をし
ている。
商業印刷
　米国の統計では2008年10月に終った6ヶ月間（上
半期）の売上は、前年同期の売上を3.4％マイナス
し、2003年以来の大幅減少であったが、今の経済
不況はそれに増して厳しいと予測される。
　商業印刷は商品に対する消費者のニーズに大
きく左右されるので、消費者の購買力の低下は商
業印刷の売上減と非常に近い関係にあり、2008
年第四半期以降急激な下降線を辿っている。し
かし、このような時期に全面的に受注価格の低
減（値引き）を行なうことは取返しのできない状
況を作り出すので、極めて限定した範囲に留め、
むしろサービスの向上を最優先にすべきである。

　印刷商品の多様化のみならず、取引相手の顧
客の多様化も必要で欠くことができない。自動
車、小売、金融、証券などの業界は軒並み厳し
い環境にあるが、ヘルスケアー業界の商業印刷
の需要は落ち込んでいない。顧客の多様化の為
に、生産設備への先行投資もしていくべきである。
プロモ製品
　Print	 Professional誌の姉妹誌であるPromo	
Marketing誌はプロモ製品のデストリビュータの
トップ10社の幹部に下記の質問をして2009年の
情勢判断をしている。
　成功の秘訣は、顧客へのサービスの向上、ソ
リューションの提供、顧客のニーズの把握と対
応、顧客の満足のいくスピード、品質、値段、
多様な製品と回答。今後のプロモ製品は、強気
で見る会社と、悲観的な見方をする会社、その
他、グローバル化の必要性、プロモ製品のパー
ソナル化、グリーン化などを推進し、将来の市
場開拓を積極的に進めるべきとする会社など
様々である。
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